
人とひとの心がふれあう、暮らしよい兵庫をめざして

2014

8 月 20 日㈬、尼崎ピッコロシアター（尼崎市南塚口町）にて、「ピースアクション 2014 広島被爆ピアノ平和コンサー
ト」を開催し、約 200 名がつどいました。被爆ピアノの音色と平和への願いを込めた歌声で、会場の参加者とともに次
世代へ語り継ぐ平和への想いを新たにしました。（関連記事 P. ４）
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仲
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携
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取
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携
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献
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取
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。
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翌
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取
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0
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。
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付
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。
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献
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献
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。
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①
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。
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献
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兵庫県生活協同組合連合会 理事

本多　義弘
（ほんだ・よしひろ）

『共助・共生社会の実現』で
すべての勤労者の笑顔のために
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【開催日時】2014年8月4日㈪　午後2時58分〜4時40分
【開催会場】兵庫県民会館　12階「1201」
【出 席 者】本田会長理事、寺尾副会長理事、三宅専務理事、髙橋、新保、伴、大沼、
　　　　　 林田、嶋、本多（以上、理事）、藤田、金丸、木田（以上、監事）

2014年度 兵庫県生協連 第2回理事会報告

（1）「2014年度兵庫県生協大会」生協功労者表彰について
（2）第13回兵庫県消費生活課と兵協連理事会との懇談会について

（1）「会員生協の概況報告」各出席理事・監事より報告
（2）第1回兵協連監事会開催報告
（3）2014年度「兵庫県生協大会」について
（4）第31回兵庫 JCC 委員会開催報告
（5）第92回国際協同組合デー・兵庫県記念大会開催報告
（6）「兵庫におけるポスト国際協同組合年を考える集い」参加者募集について
（7）「東日本被災地支援活動」参加者募集について
（8）前々回理事会〜8月上旬までの兵協連行事・諸活動報告
（9）2014年度兵協連主要行事スケジュールについて

協議事項

報告事項

「生活問題研究会」見学研修
〜消費者行政の現状を学ぶ〜

7 月 31 日㈭、今年度の「消費者問題を広く伝えていく方法を探る」をテーマに、
生活問題研究会メンバー、事務局あわせて 7 名で「兵庫県立健康生活科学研究所 
生活科学総合センター」を訪問しました。

生活科学総合センターでは、おもに「消費生活相談への対応」「商品テスト」「事
業者指導の強化」を中心に、市町の消費者行政を支援しています。

生活科学総合センター 土取 充 センター長、相談事業部 武田 博 主幹より、「県
内の県・市町消費生活センターで受け付けた平成 25 年度の消費生活相談件数は
50,352 件。前年より 1 割増加し、苦情件数は過去 5 年間で最多となっています。“イ
ンターネットサービス”や“投資関連”のトラブルが増えており、特に契約当時
者が 70 歳以上のトラブルが増加。さらに地域での見守りが重要である」というお
話を伺いました。

次に、紫外線についてのセミナーでは、UV クリームやメガネ、衣
服などを通して、紫外線防止にどれくらいの効果があるのかなどの実
験を交えて学習しました。

参加者からは、「実際に“見る”“体験する”ということは大切なこと」
「ものごとへの判断基準を知っていくことが、消費者として自立するこ
とだと思う」などの感想が寄せられました。

また兵庫県からは、生協による消費者問題に関する啓発の取り組み
を支援したいとの提案をいただいており、今後は啓発チラシの配布な
どで消費者トラブル防止を広く呼びかけていきます。

無響室で製品の騒音や
音質を測定

1400倍のマイクロスコープでトラブル
の原因を探す理化学実験室

社会保険労務士・茶園氏

兵庫県生協連主催 第５回労働安全衛生研修・学習会を開催
7 月 25 日㈮、兵庫県民会館において、生協の事業・経営という視点から見た職

場の労務管理や安全管理、健康管理などについての「労働安全衛生研修・学習会」
を開催。5 生協から役職員 9 名が参加しました。
「セクハラ・パワハラ、腰痛から心身を守るために」と題して、社会保険労務士・

茶園幸子氏にご講演いただき研修・学習会をすすめました。男女雇用機会均等法
などの法の解釈についてやセクハラ、パワハラへの対応、腰痛予防に
ついてなどの健康管理についてもお話いただき、生協職員にとって働
きやすい職場環境のありかたについて学習をすすめました。参加者か
らは、「事業者としての、安全・安心の配慮の義務の大切さがわかりま
した」「凡例もあり、質疑応答の時間で理解が深まりました」などの感
想が寄せられました。
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お
話
を
い
た
だ
き
、
続
い
て
、
ピ
ア
ノ
・
森

須 

奏
絵
さ
ん
、
ソ
プ
ラ
ノ
・
大
島 

久
美
子

さ
ん
に
よ
る
「
カ
ズ
コ
の
被
爆
ピ
ア
ノ
物
語
」

「
被
爆
ピ
ア
ノ
に
捧
げ
る
曲
〜
私
は
ピ
ア
ノ

〜
」「
原
爆
を
許
す
ま
じ
」「
死
ん
だ
男
の

残
し
た
も
の
は
」。
ま
た
、
シ
ョ
パ
ン
の
「
ノ

ク
タ
ー
ン 

o
p
・
9
︲
2
」
の
ピ
ア
ノ
ソ
ロ

演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。
休
憩
時
間
に
は
会

場
の
み
な
さ
ま
に
被
爆
ピ
ア
ノ
を
近
く
で

ご
覧
い
た
だ
き
、
写
真
を
撮
っ
た
り
、
ピ

ア
ノ
に
触
れ
て

み
た
り
と
、
原

爆
の
熱
線
を
越

え
て
平
和
を
語

り
継
ぐ
被
爆
ピ

ア
ノ
を
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
回
演
奏
さ
れ
た
「
カ
ズ
コ
の
被
爆
ピ

ア
ノ
」
は
、
広
島
市
で
原
爆
投
下
時
、
爆

心
地
よ
り
2
・
6
k
m
の
民
家
で
被
爆
し
ま

し
た
。
原
爆
の
爆
風
に
よ
り
、
無
数
の
ガ

ラ
ス
の
破
片
が
突
き
刺
さ
り
傷
つ
い
た
ピ
ア

ノ
は
、
平
成
21
年
5
月
に
所
有
者
の
カ
ズ

コ
さ
ん
よ
り
ピ
ア
ノ
調
律
師
の
矢
川
光
則

さ
ん
に
託
さ
れ
、
現

在
、
平
和
の
大
切
さ

を
伝
え
る
た
め
に
全

国
各
地
で
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
い
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に
、
ヤ
ガ

ワ
楽
器
調
律
セ
ン

タ
ー
・
ピ
ア
ノ
調
律

師
の
矢
川
光
則
さ
ん

か
ら
被
爆
ピ
ア
ノ
と

の
出
会
い
や
平
和
へ

の
想
い
に
つ
い
て
の

兵
庫
県
生
協
連
で
は
、
毎
年
、
県
内
の
地
域
・
医
療
・
共
済
・
大
学
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
生

協
と
一
緒
に
、
平
和
の
大
切
さ
、
尊
さ
を
み
ん
な
で
考
え
、
確
か
め
合
う
場
と
し
て
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ

ン
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2
0
0
9
年
・
西
宮
市
、
2
0
1
0
年
・
明
石
市
、
2
0
1
1
年
・
神
戸
市
東
灘
区
、
2
0
1
2
年
・

神
戸
中
央
区
、
2
0
1
3
年
姫
路
市
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
今
年
で
6
回
目
と
な
る
「
広
島
被
爆
ピ
ア

ノ
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
、
8
月
20
日
㈬
、
尼
崎
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
（
尼
崎
市
）
に
て
開
催
。
当
日

は
、
ご
応
募
い
た
だ
い
た
組
合
員
と
出
演
者
、
ス
タ
ッ
フ
、
合
わ
せ
て
約
2
0
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

後
半
は
、
尼
崎
地
域
を
中
心
に
活
動
す

る
ゴ
ス
ペ
ル
風
コ
ー
ラ
ス
隊
「
キ
ッ
ズ
＆
マ
マ 

コ
ー
ラ
ス
」
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
「
オ
リ
ジ

ナ
ル
ス
マ
イ
ル
」「
い
の
ち
の
歌
」「
ド
レ
ミ

の
歌
」「
O
h 

H
a
p
p
y  

D
a
y
」
の
歌

声
で
、
楽
し
く
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届

け
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
森
須
さ
ん
、
大
島
さ
ん
に
よ

る
演
奏
と
歌
声
で
「
さ
と
う
き
び
畑
」「
ア

メ
ー
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
」「
T
i
m
e 

t
o 

s
a
y　

G
o
o
d
b
y
e
」。
広
島
出
身
の

大
島
さ
ん
は
、「
笑
顔
で
安
心
し
て
日
々
暮
ら

せ
る
こ
と
が
“
平
和
”
で
す
」「“
忘
れ
た
い
日
”

は
“
忘
れ
て
は
い
け
な
い
日
”
で
も
あ
り
ま
す
。

今
日
、
被
爆
ピ
ア
ノ
を
聴
い
た
こ
と
を
一
人

で
も
多
く
の
方
々
に
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
最
後
に
は
、「
キ
ッ

ズ
＆
マ
マ 

コ
ー
ラ
ス
」の
み
な
さ
ん
も
参
加
し
、

「
翼
を
く
だ
さ
い
」「
花
は
咲
く
」「
ふ
る
さ
と
」

を
会
場
全
員
で
歌
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
司
会
進
行
の
山
口 

公
典
さ
ん

（
尼
崎
医
療
生
協
）
を
は
じ
め
、
ピ
ー
ス
ア

ク
シ
ョ
ン
委
員
が
分
担
し
運
営
に
あ
た
り
、

コ
ン
サ
ー
ト
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
平
和
を
祈
り
続
け
る
被
爆
ピ
ア

ノ
。
そ
の
美
し
い
音
色
に
、
会
場
の
参
加

者
か
ら
は
「
忘
れ
て
は
い
け
な
い
8
月
6

日
を
心
に
と
め
て
、
平
和
へ
の
想
い
を
大
切

に
、
一
歩
ず
つ
前
向
き
に
進
ん
で
い
き
た
い
」

「
平
和
と
は
、
一
人
ひ
と
り
が
守
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
だ
と
実
感
し
ま
し

た
」「
小
学
1
年
と
年
少
の
娘
が
い
ま
す
。

平
和
の
尊
さ
や
戦
争
の
悲
惨
さ
を
、
そ
ろ

そ
ろ
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
た
と
こ

ろ
に
良
い
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
人
と
し

て
“
平
和
”
を
当
た

り
前
に
大
事
に
す
る

心
を
育
て
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と

い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
、

来
年
の
戦
後
70
年
を

前
に
、
音
楽
を
通
し

て
平
和
へ
の
想
い
を

つ
な
ぐ
コ
ン
サ
ー
ト

に
な
り
ま
し
た
。

“
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
”を

一
人
で
も
多
く
の
方
に
伝
え
た
い

〜
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
2
0
1
4「
広
島
被
爆
ピ
ア
ノ
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
」を
開
催
〜

平和への想いを語られる 矢川光則さん

休憩時間には多くの方に被爆ピアノ
を間近でご覧いただきました

キッズ＆ママ コーラスのみなさん

司会の尼崎医療生協 山口 公典 さん

ピアノ・森須 奏絵 さん、ソプラノ・大島 久美子 さん

ロビーでは原爆のパネル展示も
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7
月
26
日
㈯
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
イ
ベ

ン
ト
広
場
に
て
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
ま
ち

の
に
ぎ
わ
い
創
出
実
行
委
員
会
主
催
の『
第

13
回
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
市
民
自
転
車
教

室
』
が
開
催
さ
れ
、
神
戸
市
民
生
協
も
初

め
て
参
加
し
、
事
業
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
ウ
ィ
ー
ラ
ー
ス
ク
ー
ル
の
講
師

に
よ
る
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
、
紙
芝
居
を
使
っ
た
楽
し
い
勉
強
会
の

他
、
自
転
車
に
乗
れ
な
い
子
ど
も
を
対
象

と
し
た
「
補
助
輪
は
ず
し
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

コ
ー
ス
」
や
、
よ
り
上
達
を
め
ざ
す
子
ど

も
向
け
の
「
キ
ッ
ズ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

コ
ー
ス
」
の
実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

快
晴
で
と
て
も
暑
い
一
日
で
し
た
が
、

会
場
は
参
加
者
の
子
ど
も
た
ち
や
家
族
の

方
々
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
神
戸
市
民
生

協
も
交
通
災
害
共
済
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
を
配
布
し

た
他
、
事
故
へ
の
対
応
や
保
障
を
解
説
し

た
「
自
転
車
事
故
と
保
険
の
話
」
を
参
加

者
の
保
護
者
を
対
象
に
開
講
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
々
か
ら
は
「
自
転
車
事
故

へ
の
備
え
と
し
て
の
保
障
は
、
普
段
は
意

識
し
な
い
ま
で
も
、
皆
さ
ん
必
要
性
を
感

じ
て
い
る
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
広
め
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
お
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
神
戸
市
民
生
協
の
交
通
災

害
共
済
は
、
日
本
国
内
で
の
交
通
事
故
に

よ
る
ケ
ガ
の
入
・
通
院
を
保
障
す
る
共
済

で
す
。
特
に
近
年
増
加
す
る
自
転
車
事
故

へ
の
保
障
は
大
き
な
関
心
を
集
め
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
に
役
立
つ
た
め

に
も
、
い
っ
そ
う
の
P
R
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
通
信
員 

　
鹿
田 

裕
子
）

コ
ー
プ
こ
う
べ
で
は
、
厚
生
労
働
省

が
推
進
す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

1
0
0
万
人
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
に
賛
同
し
、

職
員
を
対
象
に
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
増
や
す
た
め
の
育
成
研
修
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

7
月
24
日
㈭
日
本
生
協
連
が
主
催
す
る

講
座
を
、
店
長
や
協
同
購
入
セ
ン
タ
ー
の

セ
ン
タ
ー
長
な
ど
約
1
5
0
人
が
受
講
。

認
知
症
の
症
状
や
支
援
方
法
、
認
知
症
予

防
に
つ
い
て
の
考
え
方
、
接
す
る
と
き
の

心
構
え
、
介
護
を
し
て
い
る
人
の
気
持

ち
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
の
運
営
方

法
や
キ
ャ
ラ

バ
ン
・
メ
イ

ト
の
役
割
な

ど
に
つ
い
て

の
説
明
も
受

け
ま
し
た
。

「
認
知
症
の

方
は
常
に
不

安
と
闘
っ
て

い
る
。
笑
顔

で
見
守
り
支

え
、
安
心
し
て

い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
」
と
い

う
講
師
の
言
葉

に
、
参
加
者
は

真
剣
に
う
な
ず

い
て
い
ま
し

た
。
修
了
し
て

「
キ
ャ
ラ
バ
ン
・

メ
イ
ト
」と
な
っ

た
職
員
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業

所
で
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

を
開
い
て
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
知
識
を

職
場
内
に
広
げ
、
認
知
症
の
方
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
職
員
を
養
成
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
2
0
0
0
人
を
超
え
る
職

員
が
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
店
舗
や
宅
配
業
務
に
携

わ
る
全
職
員
に
育
成
を
進
め
、
認
知
症
へ

の
理
解
者
や
支
援
者
の
輪
を
広
げ
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
す
。

（
通
信
員 

　
榊
原 

晶
子
）

熱心に聞きいる参加者の方々

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ

神
戸
市
民
生
活
協
同
組
合

「
第
13
回
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
市
民
自
転
車
教
室
」

で
事
業
を
紹
介

宅
配
・
店
舗
の
全
職
員
を
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
！

「
生
協
内
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
養
成
研
修
」
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JA あわじ島Ｊ
ＡJF兵庫漁連Ｊ

Ｆ

兵庫県漁業協同組合連合会（山田 隆義会長）で運営

するシートクラブは、7月23日㈬に西宮市の甲子園二葉

幼稚園で「お魚料理教室」を開催しました。

西宮市で初めて私立として創立されたこの幼稚園は、

その後“協同組合の父”と呼ばれる賀川豊彦氏が初代

理事長を務めた財団法人イエス団（現：学校法人イエ

ス団）が運営しており、“協同組合”での関連がある同

園で開催となりました。

この日の「お魚教室」は、子供たちに人気があり、

旬を迎えたタコを使い、園児・保護者、関係者ら約130

名が集まり行われました。講師はシートクラブの講師2

名が務め、園児らに分かりやすくタコの生態などを伝

えました。また、タコが立って歩く姿を初めて見た園

児らは大喜びで、じっと観察する姿も見受けられました。

最後に、教員らによる「茹でダコづくり」があり、全

員で試食して、園児も教員も楽しんだ教室となりました。

今後もイエス団の運営する各園で同様の教室を開催

する予定です。

シートクラブのおさかな教室
〜甲子園二葉幼稚園にて開催〜

営農現場で迅速指導
タブレット端末導入

JA あわじ島は営農指導の現場にタブレット型

端末機24台を導入しました。営農指導員が圃場へ

出向く際に携帯し、現場での迅速な営農指導を目

指します。タブレットを導入することで、管内の

生産状況を営農指導員同士がリアルタイムに把握

し、迅速な対応やアドバイスができます。この他

にも、病虫害の注意情報や新技術の情報、農薬の

使用基準など、的確な指導が可能です。支店や本

所の営農指導担当者に1人1台ずつをそろえました。

組合員からも「病害の様子や営農情報について、

写真も表示されるので見やすく、内容もわかりや

すい」と好評です。

同 JA の濱口晴一営農部長は「今後は、営農指

導員が積極的に現場に出向き、JA の栽培指針を

基に現地指導の強化を図っていきたい」と話して

います。

タブレットを片手に病害について説明する営農指導員

教員の皆さんはスミ抜きに挑戦しました

茹であがったタコに喜ぶ園児ら
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最近の消費生活相談事例

ＳＦ（催眠）商法にご注意

事　例

高齢の母が自宅前で、「日用雑貨などの売り出しがあるので見
に来て」と勧誘され、車で販売会場に案内された。日用雑貨品
を無料でもらった後、健康関連商品を勧められブレスレットを
契約してしまったが、解約したいと言う。クーリング・オフは
可能か。

【アドバイス】

事例は SF（催眠）商法といわれるもので、商品の無料配布などを口実に、高

齢者等を狭い会場に誘い、ただ同然で日用品を配るなどして得した気分にさせて、

最後に高額な健康器具、健康食品、布団などを売りつける商法です。

消費者が現金を持っていない場合、銀行まで連れて行き現金を引き出させたり、

振込手数料を事前に現金で手渡し、心理的に断りにくくさせる手口も見られます。

SF 商法の場合は、特定商取引法により「法律で定められた事項が書かれた書

面を受け取った日」から８日以内であればクーリング・オフが適用されます。

今回の事例では、申し出が書面交付日から８日以内であったためクーリング・

オフができました。

仮にクーリング・オフ期間を過ぎていても、虚偽の説明により消費者が誤認し

て契約してしまった場合や、消費者が「帰りたい」と言ったのに帰してもらえな

いなどの不適切な勧誘があった場合には、契約の取り消しができることもあります。

SF 商法のように空き店舗を利用した期間限定の店舗や臨時の販売会などでは、

後日、何かトラブルが起きても、事業者と連絡が取れなくなることもあり、解決

が困難になります。

　早めに、最寄りの消費生活センターへ相談しましょう。

� （兵庫県生活科学総合センター）
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◦ お 申 し 込 み・お 問 い 合 せ ◦
兵庫県生活協同組合連合会（担当：三輪）　TEL：078-391-8634　FAX：078-392-2059　主催：兵庫県生活協同組合連合会

この事業はひょうご安全の日推進県民会議からの助成を受けて実施しています。

ホームページ ●アドレス（URL）：http://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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回
目
と
な
る
「
広
島
被
爆
ピ
ア
ノ
平
和
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
平
和
に

つ
い
て
の
話
を
真
剣
な
表
情
で
聞
い
て
い
る

子
ど
も
た
ち
、「
キ
ッ
ズ
＆
マ
マ 

コ
ー
ラ
ス
」

の
明
る
く
元
気
な
歌
に
合
わ
せ
て
自
然
と
手

拍
子
が
起
こ
っ
た
り
、
最
後
に
は
会
場
の
み

な
さ
ん
で
大
合
唱
！
に
。
歌
う
こ
と
、
体
を

動
か
す
こ
と
で
、
元
気
が
あ
ふ
れ
る
気
が
い

た
し
ま
し
た
！

ご
参
加
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た
感
想
メ

モ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
、
私
た
ち
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
な
り
ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
に
ご
参
加

の
み
な
さ
ま
、
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
委
員
の

み
な
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

�

（
中
尾
）

9
月
11
日
㈭　

兵
協
連 

第
3
回
生
協
活
動
委
員
会

�

（
県
民
会
館　

ば
ら
）

9
月
12
日
㈮
〜
13
日
㈯

	

兵
協
連
「
東
日
本
被
災
地
支
援
活
動
」

�

（
宮
城
県 

山
元
町
）

9
月
18
日
㈭　

兵
協
連　

第
1
回
医
療
生
協
部
会

	

組
織
担
当
者
会
議

�

（
県
民
会
館　

1
1
0
1
）

9
月
26
日
㈮	

兵
庫
J
C
C

	

「
兵
庫
に
お
け
る
ポ
ス
ト
国
際
協
同
組

合
年
を
考
え
る
集
い
」

�

（
神
戸
市　

賀
川
記
念
館
・
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
）
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